
（４）市債発行額 （５）財政調整基金残高

◎留萌市中期財政計画では、市債発行額を
「各年度投資事業 10 億円目安（過疎対策
事業債ソフト分を除く）」と定めています。

◎留萌市中期財政計画では、標準財政規模
比20％（平成28年度は15億 5,516万円）
の残高確保を目標としています。

平成 28 年度は、投資事業 10 億円と
過疎対策事業債ソフト分１億円の目安

に対し、合計９億1,290万円を発行しました。

平成 28年度の残高は 20億 616 万円
となっており、目標額を上回る残高

を確保することができました。

（２）実質公債費比率 （３）将来負担比率

▼留萌市中期財政計画では、規律ある財政運営を進めるため、５つの財政規律（基準）を設定
して年度ごとに現状を分析し、計画の進行状況を確認しています。

【 平成 28 年度連結実質赤字率 】
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　市では、「留萌市中期財政計画（平成28 ～ 32年度）」に基づき、
健全で持続可能な財政運営に取り組んでいます。

健全な財政運営を
進めています

市・財務課　　４２‐１８１３問
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「留萌市中期財政計画」の進行状況

特 集

（１）連結実質赤字比率

■平成28年度の実績
◎財政規模に対する連結実質赤字額（各会計の差引額の合計）の比率
です。ただし、合計値が黒字の場合は「実質赤字額なし」となります。

差引額（①～⑧）の合計値　 　　   ＋   5 億 5,567 万円

【 平成 28 年度決算 】

連結実質赤字額

実質赤字額なし
（黒字のため）

連結実質赤字比率（％）

実質赤字比率なし

水道事業と病院事業は、「地方公営企業法」などの改正に基づいた会計基準見直しの経過措置を反映
した金額（流動資産額・流動負債額）となっています。
会計ごとに端数処理しているため、差引額の合計値と一致していません。

※

※

（単位：百万円）

区 　 　 分

収 入
支 出
収支差引額

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度
総　額 一般財源 総　額 一般財源 総　額 一般財源 総　額 一般財源 総　額 一般財源

平成 34 年度

13,235
13,430

8,520
8,715
195

13,513
13,845

8,459
8,791
332

13,248
13,173

8,500
8,425
75

13,213
13,198

8,435
8,420
15

13,202
13,074

8,450
8,322
128－ － ＋ ＋ ＋

　留萌市中期財政計画の「今後の財政見通し」
では、平成 30 年度から 34 年度までの５カ
年で合計３億 900 万円の収支不足を見込ん
でいます。
　このため、市では収支不足の解消に向けて

各事業の踏み込んだ分析・検証を行い、最少
の経費で最大の効果を生むための取り組みや
自主財源の確保に努めるとともに、財政調整
基金などを活用しながら、今後も財政規律に
基づいた健全な財政運営を進めていきます。

■今後の財政見通し（平成30～34年度）

▼留萌市中期財政計画では、計画の進行管理を目的として、毎年向こう５カ年の財政見通しを
作成し、公表することとしています。

◎財政規模に対する一般会計で負担する地
方債などの返済金の比率です。

◎財政規模に対する将来負担する実質的な
負債残高の比率です。

平成 28年度は、健全な財政運営を進
めた結果、計画どおり国が定めた健全

団体水準（25.0%未満）を維持しています。

平成 28年度は、健全な財政運営を進
めた結果、計画どおり国が定めた健全

団体水準（350.0%未満）を維持しています。

平成28年度は、病院事
業会計で赤字となってい
るものの、合計値が黒字

となっていることから、連結実質赤
字比率は生じていません。
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凡例 → 　　　健全な状態　　　　改善が必要な状態　　　　危機的な状態

会 計 名

一 般 会 計

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介 護 保 険 事 業

港 湾 事 業

下 水 道 事 業

水 道 事 業
病 院 事 業

136 億 5,825 万円

27 億 3,729 万円

3億 1,444 万円

20 億 3,937 万円

1億 8,192 万円
12 億 3,274 万円

4億 5,031 万円
11 億 2,893 万円

133 億 5,031 万円

26 億 6,125 万円

3億 1,443 万円

20 億 3,500 万円

1億 8,192 万円
12 億 6,333 万円

1億 2,792 万円
12 億 7,729 万円

収 入 支 出 差 引 額

（解消可能資金不足額控除後の額）

（形式収支－翌年度繰り越し分＝実質収支）
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⑥

⑦

⑧

3億　794 万円
3億     121 万円

7,604 万円

1万円

437 万円

0万円
3,059 万円

0万円

3億 2,239 万円
1億 4,836 万円


